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１． 本プロジェクトの研究の背景、目的、関係するプロジ

ェクトとの関係 

前障は大脳皮質と線条体の間に位置する、薄いシート状の

脳領域である。前障は非常に広範な大脳皮質領野と相互

に神経結合しており、その解剖学的な特徴から様々な認知

機能との関係が推測されている。しかし前障の生理機能を

実験的に示した例はなく、その役割は依然として不明であ

る。私たちの研究グループは、前障に特異的に Cre 

recombinaseや tTAテトラサイクリン調節性トランス活性化因

子を発現する遺伝子組み換えマウス系統(Cla-Cre マウス、

Ccdc3-Cre マウス、Gnb4-tTA マウス)を所有しており、これ

らの系統を使うことで前障の機能解明を目指している。本プ

ロジェクトでは、およそ１万個の細胞の遺伝子発現を単一

細胞レベルで解析するこ とできる single-sell RNA 

sequencing（scRNA-seq）により、特定の前障ニューロン集

団の発現遺伝子の網羅的な解析を行うことを目的とする。 

 

２． 利用がなかった場合の理由 

今年度に scRNA-seq実験を行う計画であったが、実験サン

プルの調整が予定通りに進まず、サンプル調整のプロトコ

ルの見直しが必要であった。条件検討の結果、実験に必

要な条件を十分に満たしたサンプルを得られるプロトコルを

作成し、scRNA-seq 実験を行うことができた。しかし、その

後の次世代シークエンシングを年度内に完了することがで

きず、シークエンシングデータの解析を行う用途として

HBW2 を利用するに至ることができなかった。 

 

３． 今後の計画・展望 

2025 年度に次世代シークエンシングを行う予定であり、

そのシークエンシングデータの解析を行うために、HBW2の

利用を計画している。 

 

 

 


